
危険度マップ揺れやすさマップとは？

地震時の地盤の揺れやすさを、字界毎に震度で表したものです。

マグニチュード6.9の直下型地震が起きた場合、全ての地域で震度６弱の揺れが予測されます。

揺れやすさマップ

地震時に通行を確保すべき道路

特に重要な地震時に通行を確保すべき道路
地震時に通行を確保すべき道路

危険度マップとは？

地震により発生する建物の全壊する割合を字界毎に色で表したものです。

危険度の数値が大きくなるほど建物が受ける被害の割合が大きくなります。

マグニチュード6.9の直下型地震が起きた場合、以下の被害(建物被害危険率)が予測されます。

建物被害危険率(10%以上)        なし

建物被害危険率(8～10%未満) 川南 雄勝

建物被害危険率(6～ 8%未満) 北光 境野 豊住 安住 常元 勝山 春日

震度階級

震度７   (0)
震度６強   (0)
震度６弱   (17)
震度５強   (0)
震度５弱   (0)
震度４以下   (0)

地震防災マップの発行にあたって

建物被害危険率(4～ 6%未満) 秋田 置戸 拓殖 幸岡

建物被害危険率(2～ 4%未満) 中里 常盤

建物被害危険率(0～ 2%未満) 上記以外の地域

家庭での地震対策は？

◇固定器具を用いて家具や家電製品を固定

する。

◇食器等の収納物が飛散することのないよ

うに、扉の開閉を防ぐ器具を取り付ける。

◇大きい家具は滑りやすい仕上げ材や畳の

上に置かない。

◇家具の中では、下に重いもの、上に軽い

ものを置く。

震度6弱の揺れとは？

◇人間は、立っていることが困難となる。

震度6強の揺れとは？

◇人間は、立っていることができず、這わないと動くことができない。

揺れに翻弄され、動くこともできず、飛ばされることもある。

◇屋内では、固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多くなる。

◇屋外では、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する建物が多くなる。

補強されていないブロック塀のほとんどが崩れる。

置戸町では、地震が発生した場合の建物の危険度に関

する情報を町民の皆様に提供することによって、地震

に備えていただくことを 目的に「置戸町地震防災マッ

プ」を作成しました。お住まいの地域の状況をご確認

いただき、建物の耐震化や家具の転倒防止対策など日

ごろからの備えにお役立て下さい。

置戸町役場 施設整備課 建築係ものを置く。

◇ガラス面には飛散防止フィルムを貼る。

◇人間は、立っていることが困難となる。

◇屋内では、固定していない家具の大半が移動し、倒れるものもある｡

ドアが開かなくなることがある｡

◇屋外では、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。

置戸町役場 施設整備課 建築係
〒０99-1100 北海道常呂郡置戸町置戸181番地

ＴＥＬ(0157)52-3314

ＦＡＸ(0157)52-3353


